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全
長
＝

・

㍍
、
全
幅

＝
２
・

㍍
、
全
高
＝
３
・


㍍
、
車
両
総
重
量
＝

・


㌧
、
最
大
地
上
高
＝

・

９
㍍

　

今
回
は
皆
さ
ん
よ
く
ご
存

じ
の
「
は
し
ご
車
」
で
す
。

　

消
防
無
線
の
コ
ー
ル
サ
イ

ン
か
ら
「
守
山
(

さ
ん
い

ち
）
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
「
守
山
」
が
配
置
の
署

所
、
「

」
が
は
し
ご
を
ス

ラ
イ
ド
さ
せ
て
伸
ば
す
タ
イ

プ
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

守
山
消
防
署
に
は
も
う
一

台
、
は
し
ご
を
折
り
畳
む
タ

イ
プ
（

・
さ
ん
に
い
）
の

車
両
も
あ
り
ま
す
。
志
段
味

出
張
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
「
志
段
味

」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
は
し
ご
車
に
は
届

く
高
さ
の
違
い
に
よ
る
区
分

が
あ
り
、

㍍
級
は
５
階
ぐ

ら
い
、

㍍
級
は

階
ぐ
ら

い
、

㍍
級
は

階
ぐ
ら
い

ま
で
届
き
ま
す
。
守
山

は

名
古
屋
市
消
防
局
で
は
一
般

的
な

㍍
級
、
志
段
味

は

小
型
の

㍍
級
で
す
。

　

は
し
ご
車
の
役
割
は
高
い

建
物
か
ら
の
人
命
救
助
と
、

高
所
火
災
へ
の
放
水
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
高
さ
を
生
か
し

て
火
災
の
状
況
を
確
認
す
る

な
ど
〝
火
の
見
や
ぐ
ら
〟
的

な
役
割
も
果
た
し
ま
す
。

　

守
山

に
は
、
は
し
ご
の

先
端
か
ら
３
㍍
の
部
分
が
最

大
で

度
前
方
に
折
れ
曲
が

る
「
先
端
屈
折
機
能
」
が
あ

り
ま
す
。
は
し
ご
の
お
じ
ぎ

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
分
か
り

や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

は
し
ご
の
先
端
が
よ
り
建

物
に
近
づ
け
る
ほ
か
、
建
物

屋
上
の
手
す
り
の
内
側
に
も

入
り
込
め
る
機
能
で
す
。
救

助
さ
れ
る
人
が
乗
り
移
る
際

の
安
全
性
が
高
ま
り
、
恐
怖

感
を
軽
減
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
。

は
し
ご
の
先
端
を
屈
折
し

た
状
態
の
「
守
山

」

(

右
上
は
通
常
状
態
）

は
し
ご
車︵
守
山
㉛
︶

　

ご
存
じ
の
通
り
、
台
風
や
集

中
豪
雨
に
よ
る
水
害
が
毎
年
続

い
て
い
る
ほ
か
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
こ

の
地
域
は
大
き
な
被
害
を
受
け

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
災
害
に
強
い
守
山

区
と
な
る
よ
う
、
防
災
啓
発
の

イ
ベ
ン
ト
や
訓
練
、
出
前
講
座

を
実
施
す
る
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

地
震
に
よ
る
家
具
の
転
倒
、

ま
た
、
け
が
を
防
ぐ
た
め
の
固

定
金
具
取
り
付
け
な
ど
も
行
っ

て
お
り
、
守
山
区
内
で
の
施
工

実
績
は
７
６
０
件
と
な
り
ま
し

た
。
区
社
協
や
消
防
署
に
申
し

込
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
私
た

ち
が
施
工
に
伺
い
ま
す
。

　

会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
名
古
屋
市
の
「
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
修
了
し
た
方
も

多
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

名
古
屋
市
高
年
大
学
鯱
城
学

園
の
卒
業
生
が
会
員
で
、

人

が
集
ま
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た

「
守
山
鯱
城
会
」
は
、
こ
と
し


周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

会
は
、
本
部
組
織
と
し
て
５

つ
の
委
員
会
（
総
務
・
会
計
・

広
報
・
行
事
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
と
、
地
域
組
織
と
し
て
中

学
校
区
を
基
に
７
つ
の
地
域
会

（
守
山
・
守
山
東
・
守
山
西
・

守
山
北
・
大
森
・
森
孝
・
志
段

味
）
で
構
成
。
区
役
所
や
社
会

福
祉
協
議
会
、
土
木
事
務
所
な

ど
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
地
域

活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

実
践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
「
高
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
」
「
地
域
活
動
の
核
に

な
る
」
と
い
っ
た
会
の
設
立
趣

旨
に
の
っ
と
り
、
趣
味
の
作
品

展
示
会
や
同
好
会
な
ど
の
活
動

を
通
し
た
地
域
と
の
交
流
・
親

交
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

発
足
か
ら
約

年
、
メ
ン
バ

ー
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
、
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
ろ
う
者
と
聴
者
、
そ
し
て

子
ど
も
た
ち
の
参
加
も
あ
る
な

ど
年
齢
も
立
場
も
い
ろ
い
ろ
、

と
て
も
に
ぎ
や
か
な
サ
ー
ク
ル

に
な
り
ま
し
た
。

　

手
話
の
学
習
に
加
え
て
、
講

師
を
お
招
き
し
て
の
講
演
会
も

開
催
し
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
勉
強
だ
け
で
な
く
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
な
ど
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
毎
年
行
っ
て
い
て
、
昨
年

は
志
段
味
に
あ
る
「
体
感
！
し

だ
み
古
墳
群
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
時

に
は
食
事
会
も
催
し
、
と
に
か

く
〝
楽
し
く
〟
を
モ
ッ
ト
ー
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
出
会
い
を
大
切

に
し
て
、
み
ん
な
で
意
見
を
交

わ
し
な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
と
し
も
で
き
た
よ
―
。
苗

代
小
学
校
＝
苗
代
二
＝
西
隣
に

あ
る
学
年
園
「
苗
代
ガ
ー
デ

ン
」
の
水
田
で
先
月
七
日
、
五

年
生
の
四
ク
ラ
ス
百
三
十
四
人

が
稲
刈
り
を
体
験
し
た
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使

っ
た
農
業
体
験
で
、
五
年
生
が

毎
年
参
加
。
地
域
の
農
家
や
元

農
家
ら
有
志
「
苗
代
ガ
ー
デ
ン

を
応
援
す
る
会
」
の
協
力
を
得

て
食
を
学
ん
で
お
り
、
六
月
上

旬
に
「
あ
い
ち
の
か
お
り
」
の

苗
を
田
植
え
し
た
。

　

稲
刈
り
は
ク
ラ
ス
ご
と
、
三

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
順

番
に
体
験
。
の
こ
ぎ
り
鎌
の
使

い
方
を
同
会
メ
ン
バ
ー
か
ら
教

わ
り
な
が
ら
刈
り
取
り
、
「
で

き
た
ー
」
や
「
重
い
ー
」
と
い

っ
た
声
を
上
げ
て
い
た
ほ
か
、

出
来
上
が
っ
た
束
を
掲
げ
て
目

を
細
め
て
い
た
。

　

ま
た
、
刈
り
取
り
が
済
ん
だ

稲
穂
は
わ
ら
で
縛
っ
て
束
ね
、

水
田
を
囲
う
フ
ェ
ン
ス
に
は
さ

掛
け
。
「
お
米
の
一
粒
一
粒
を

大
切
に
し
て
ね
」
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
受
け
、
運
ぶ
際
に
落
と
し

た
稲
穂
を
丁
寧
に
拾
っ
た
。

　

広
さ
六
百
平
方
㍍
の
水
田
で

と
れ
た
米
は
六
十
㌔
ほ
ど
で
、

昨
年
並
み
と
の
こ
と
。
脱
穀
や

精
米
な
ど
を
行
っ
た
後
、
家
庭

科
の
授
業
で
お
に
ぎ
り
に
し
て

食
べ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

歳
の
長
男
を
撮
影
し
た
も
の
。

「
写
真
に
奥
行
き
が
出
る
よ
う

に
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
緑
色
が
一

枚
に
入
る
よ
う
に
工
夫
し
た
」

と
絹
川
さ
ん
。
「
二
回
目
も
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
あ
り
が

た
い
で
す
」
と
も
話
し
、
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
た
。

　

区
の
新
し
い
魅
力
を
掘
り
起

こ
し
、
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
す
る
コ

ン
テ
ス
ト
で
三
回
目
。
本
年
度

は
「
守
山
区
を
彩
る
『
み
ど
り

色
』
」
を
テ
ー
マ
に
催
さ
れ
、

九
十
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

一
次
審
査
を
通
過
し
た
作
品

は
十
五
点
。

九
月
上
旬
か

ら
約
一
カ
月

間
、
区
役
所

中
央
玄
関
と

イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
上
で
一

般
投
票
が
実

施
さ
れ
た
ほ

か
、
審
査
員

に
よ
る
投
票

も
並
行
し
て

行
わ
れ
、
こ

の
ほ
ど
五
点

の
入
賞
作
品

が

決

ま

っ

た
。

　

最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た

絹
川
さ
ん
の

作
品
は
、
東

谷
山
フ
ル
ー

ツ
パ
ー
ク
内

の
道
と
ア
ジ

サ
イ
、
走
り

回
っ
て
休
憩

し
て
い
る
三
　

金
城
学
院
大
学
の
学
生
ら
に

よ
る
「
管
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

響
き
」
が
十
二
月
二
十
五
日

（
金
）
、
守
山
文
化
小
劇
場
＝

小
幡
南
一
＝
で
催
さ
れ
る
。

　

同
大
文
学
部
音
楽
芸
術
学
科

の
管
楽
器
専
攻
生
二
十
四
人
が

出
演
。
「
室
内
楽
」
と
「
管
楽

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
二
部
構
成

で
、
管
楽
器
の
魅
力
を
余
す
こ

と
な
く
紹
介
す
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
デ
ュ
ボ
ワ

「
フ
ル
ー
ト
四
重
奏
曲
」
、
バ

ー
ン
ズ
「
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
・
バ

ラ
ー
ド
」
、
シ
ュ
ー
マ
ン
「
ト

ロ
イ
メ
ラ
イ
」
、
グ
リ
ー
グ

「
ホ
ル
ベ
ル
ク
組
曲
」
ほ
か
。

　

午
後
二
時
開
演
、
同
一
時
開

場
。
チ
ケ
ッ
ト
（
全
指
定
席
）

は
一
般
千
円
、
未
就
学
児
入
場

不
可
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

ま
た
、
一
月
十
日
（
日
）
に

は
同
じ
く
守
山
文
化
小
劇
場
で

「
新
春 

三
味
線
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
!!!
」

が
開
か
れ
る
。
午
後
二
時
開

演
、
同
一
時
十
五
分
開
場
。

　

出
演
は
、
プ
ロ
演
奏
家
集
団

「
べ
べ
ん
～
Ｂ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｎ
～
」

の
杉
山
大
祐
さ
ん
、
田
中
風
真

さ
ん
、
永
村
幸
治
さ
ん
、
匹
田

大
智
さ
ん
。
四
人
と
も
津
軽
三

味
線
全
国
大
会
で
の
優
勝
経
験

が
あ
り
、
杉
山
さ
ん
と
田
中
さ

ん
は
愛
知
県
出
身
。

　

曲
目
は
「
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら

節
合
奏
」
や
「
民
謡
メ
ド
レ

ー
」
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
「
共

鳴
」
ほ
か
。
チ
ケ
ッ
ト
（
全
指

定
席
）
は
一
般
千
二
百
円
。

　

と
も
に
問
い
合
わ
せ
は
守
山

文
化
小
劇
場
＝
☎
０
５
２
（
７

９
６
）
１
８
２
１
＝
へ
。

　

「
新
春　

三
味
線
Ｓ
Ｈ
Ｏ

Ｗ
!!!
」
の
招
待
券
を
本
紙
読
者

四
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
お
近
く
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
「
新
春
三
味
線
」
プ

レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　

締
め
切
り
は
十
二
月
一
日

（
火
）
必
着
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
当
選
者
へ
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

こ
の
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
同
協
議
会
事
務
局

　
　
　

☎
・
フ
ァ
ク
ス
０
５
２
（
７
９
６
）
０
２
２
７
へ

防
災
ボ
ラ
ネ
ッ
ト
守
山

２
０
０
３
年
発
足
、会
員

人　

鷲
見
修
代
表

龍
の
手
・
手
話
サ
ー
ク
ル

２
０
０
１
年
発
足
、会
員

人　

田
尻
嘉
一
郎
代
表

守
山
鯱
城
会

１
９
９
０
年
発
足
、会
員
２
１
６
人　

石
橋
正
幸
代
表

【
優
秀
賞
】
宮
下
文
彦

　

「
朝
日
の
影
」

【
優
秀
賞
】
飯
田
康
彦

　

「
名
古
屋
市
唯
一
の
渓
谷
」

【
区
長
賞
】
牧
典
子

　

「
木
々
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」

水田を囲うフェンスを利用
して〝はさ掛け〟を行った

絹
川
さ
ん
（
左
）
へ
信
田
直
己

区
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た

杉
山
大
祐
さ
ん

田
中
風
真
さ
ん

児
童
た
ち
が
同
会
メ
ン
バ
ー
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
聞
き
な
が
ら
稲
刈
り

【最優秀賞】絹川春菜「梅雨のひととき」

　「守山区魅力写真コンテスト」の表彰式が先月日、守山区役所＝小幡１＝区長室で開かれた。第１回に続き２度目の

最優秀賞に輝いた絹川春菜さんをはじめ、入賞者らへ表彰状などが贈られた。　※入賞者・作品の紹介部分は敬称略

多くの魅力「守山区魅力写真コンテスト」

お
い
し
い
お
米
で
き
た
か
な

苗
代
小
学
校
５
年
生
が
稲
刈
り
を
体
験

【
優
秀
賞
】
牧
野
照
美
「
新
緑
の
こ
ろ
」

「
管
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
響
き
」

「
新
春　

三
味
線
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
!!!
」


月

日

１
月

日

守
山
文
化
小
劇
場


